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には正確ながん情報の収集が必要という、各臨床医の努

力によって高い登録精度を維持できていると考えられま

す。反面疫学を専門とする人の参加が少ないために、せっ

かくの精度高いがん登録情報ががん予防活動に完全に生

かされてないのも事実であります。この総会研究会を機会

に、がん登録を通じてがん医療に携わる臨床、疫学、行政

の連携のあり方を考えてみていきたいと考えています。 
永平寺、東尋坊、原子力発電所ぐらいしか印象のうす

い福井県ですが、この機会にぜひ皆様お誘い合わせのう

え多数ご参加下さいますようお願い申し上げます 
連絡先）911-8558  福井県勝山市長山町2-6-21 

福井社会保険病院（業務課）山内裕子 
TEL 0779-88-8166  FAX 0779-88-8167 

対がん協会賞を頂いて 
松田 徹  

山形県立成人病センター 

今回、私は対がん協会賞を頂戴しました。受賞理由は

集団検診とがん登録への貢献とされていますが、驚かれ

た方も多いようです。と申しますのは、両分野とも私に

は全国的な実績が殆どないからです。確かに、山形県は

がん死亡が多く、検診も熱心です。山形ならではの特徴

もありますが、私は地域の実務家にすぎず、全国的に知

られているわけではありません。消化器系を専門にする

臨床医で、忙しいだけが取柄ですので、検診やがん登録

に使える時間は、ほぼ夜と休日だけです。いくら貧乏県

とはいえ、こういう運用は配慮が少なすぎると言い続け

てきました。嬉しいことに、来年度からは行政組織の一

部改革の動きもあります。がん登録に関しては、ひょん

なことから、前任の佐藤幸雄先生の後釜として担当する

ことになりましたが、先生には引き続き実務をやってい

ただいてきました。登録精度を落とさないことが最大の

関心事で、私個人は、地域がん登録への貢献も殆ど無く、

院内がん登録もメンバーには加えていただいているもの

の、実績はないのが実情です。日本対がん協会は、がん

による死亡を少なくする「がん征圧運動」の推進母体と

して創立されました。その意味からは、重要な活動を担

っている、がん登録の分野の方々がもっと評価されて良

いはずです。若年の私が伝統ある同賞を頂き、恐縮の極

みですが、先鞭をつけられて良かったと考えています。 

がん登録のためさらに一層のご活躍を 
－平成14年度実務担当功労者表彰の報告－ 

本協議会では、平成13 年度から、地域がん登録の実務

担当功労者表彰制度を創設し、各都道府県市の地域がん

登録事業で、多年にわたり、事業の推進に篤志的に努力

された実務担当の方を、協議会が表彰し、感謝状をお贈

りすることになりました。 
平成 14 年 9 月に鳥取で開催された第 11 回総会で、第

2 回表彰式が行われました。次の各府県市の 7 人の方々

に対し、大島理事長から、感謝状と記念品が贈呈されま

した。受賞者の皆様の今後のご活躍を期待します。 
（敬称略） 
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2003年 関連学会一覧 
1 月24–25日 日本疫学会（第13 回） 福岡市 明治生命ホール 
1 月27–31日 実務者研修「地域がん登録課程」 国立がんセンター 
6 月10–12日 NAACCR Annual Meeting Hawaii, US 
6 月16–18日 国際がん登録学会（IACR）（第25 回） Hawaii, US 
7 月23–25日 日本がん疫学研究会（第26回）・日本がん予防研究会（第10回） 札幌市 北大学術交流会館 
9 月11–12日 地域がん登録全国協議会総会研究会（第12 回） 福井市 福井県国際交流会館 
9 月25–27日 日本癌学会（第62 回） 名古屋市 名古屋国際会議場 

10 月 22–24日 日本公衆衛生学会（第62 回） 京都市 京都国際会議場 

編集後記  
◆12号をお届いたします。今回も硬い話題となり、ご容赦下さ

い。ただ、地域がん登録にささやかな追い風が吹き始めたよう

で、これが大きなうねりとなって行くことが期待されます。そ

の為には、地域がん登録の意義と有益性を多くの方に理解して

いただく活動が求められています。頑張りましょう。（岡本）

◆これまで道府県単位で実施されてきた地域がん登録事業に、

国が積極的に関与する姿勢を示したことは、全国のがん登録関

係者にとって朗報でありましょう。院内がん登録システムの普

及もがん登録実務者の負担を軽減することは疑いなく、研究の

さらなる発展が期待されます。（小山） 
（編集：岡本直幸、小山幸次郎）


